
集会決議 

 

 私たちは今日、人々が平和のうちに安心して暮らせる社会の実現と東アジアの平和確立に向け、そ

れを阻害している米軍 X バンドレーダー基地の撤去を求めて、ここ京丹後市の宇川地区に集まりまし

た。 

 

 決議の冒頭、私たちは沖縄での米軍属（元海兵隊員）による女性強姦・殺害・死体遺棄事件について、

満身の怒りを込めて抗議するものです。米軍基地の存在ゆえに引き起こされたこの凶悪犯罪を私たち

は許せません。米軍は事件が起こる度に「再発防止」や「綱紀粛正」に努めると約束しますが、米軍に

よる犯罪は後を絶ちません。それは軍隊の性格に由来する構造的な問題であり、米軍人・軍属による

犯罪、事件・事故を根絶するには、米軍基地をなくすしかありません。私たちは本日の行動を辺野古

新基地建設阻止、全基地撤去をめざす沖縄の人々と連帯してたたかいます。そしてまた、繰り返され

る米軍犯罪、事件・事故の温床となっている不平等な日米地位協定の抜本改定を強く要求します。 

 

 2014年 5月に基地工事が開始され、同年 12月にXバンドレーダーの本格運用が始まって以来、京丹

後では米軍基地の建設と米軍人・軍属の駐留に起因する多くの深刻な問題が引き起こされてきました。

昼夜を問わずうなりをあげるレーダーの発電機による騒音が、周辺住民の安寧な生活を脅かしていま

す。民間軍事会社から派遣され基地警備を担当する米軍属の集合住宅は、地元の住民の意向を押さえ

つけて強引に建設が進められました。他方、残りの米軍属は当初の約束を破って好き勝手に民間住宅

に移り住み、日米地位協定の壁によって京丹後市としては誰がどこに住んでいるのかも把握できない

ままでいます。沖縄で起こることは、京丹後でも起こりうることです。沖縄での凶悪事件の犯人ケネ

ス・フランクリンは嘉手納基地所属の米軍属で、住居は与那原町の民家でした。京丹後でも同様の条

件が広がっており、事件の発生も予測されます。あわせて深刻なのは、あまりにも頻発する米軍関係

者による交通事故です。人身事故の被害者となった市民が泣き寝入りを強いられる事態も起こりまし

た。基地建設の前提とされた住民の「安全・安心」は、すでに確保されていません。そして、米軍基地

が存在するかぎり、さらなる事件・事故がいつ起こるかもしれないのです。 

 

 戦争法を強行制定した安倍政権はいま、自衛隊の海外派兵に向けて戦争出動体制を強化しつつ、日

米の軍事一体化を推進しています。その下で、京丹後の米軍 X バンドレーダー基地は、東アジアの軍

事緊張を日々高めてきました。今年 3月７日から 4月末まで二カ月近くにわたって続いた朝鮮敵視政策

による米韓合同軍事演習では、沖縄や本土の米軍基地から米軍部隊が朝鮮半島へと出撃しています。

情勢の緊迫のなか、それと連動してこの京丹後の X バンドレーダーは騒音を拡大させながらフル稼働

してきました。さらに、東アジアにおける米国の「ミサイル防衛」システムの重要な一部として、自衛

隊への THAAD ミサイルの導入策動、駐韓米軍への THAAD ミサイル配備策動を呼び起こすなど、日

米韓の軍事一体化・軍事同盟形成をおし進める役割を果たしています。それは朝鮮半島と東アジアの

軍事緊張を拡大させるだけのものです。私たちは平和と自主的平和統一を願う朝鮮半島の人々をはじ

めアジアの民衆と固く連帯し、日米韓の政府によるこのような策動に反対すると共に、安倍政権によ

る戦争法の廃止を要求します。 

 

 政府は、米軍 X バンドレーダー基地の建設は「国策」であり、外交･防衛問題は国の「専権事項」だ

と言ってきました。しかし、それが人々のいのちと暮らしを脅かし、東アジアの平和を阻害し、戦争

の危険を高めるものであるが故に、私たちは、地元の人々と共に、主権者として立ち上がり、私たち

のものではない「国策」をひっくり返すためにたたかいます。そして、沖縄、神奈川、岩国など全国の

反米軍基地運動との結びつきを広げ、東アジアの民衆の国際連帯の発展をめざします。平和のうちに

生きるために、米軍基地はどこにもいりません。 
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米軍 Xバンドレーダー基地撤去！京丹後市は住民の自治と安全・安心を守れ！ 
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